
朝日放送の報道番組CASTで紹介 2018.9.24 

「ネコの命を救う譲渡会 新しい飼い主との出会いを」 

  

会場の方からも、放映をご覧になった方からも、「保護猫がきれいな猫たちで驚いた」と。 
  
捕獲時は汚れていたり、怪我をしていたり、ガリガリだったり。 
譲渡会に参加できるようになるには、検査・ワクチンの接種・トイレトレーニングはもちろんのこと、人慣れ修行
をしています。 
  
保護主さんたちの愛情の元、猫の表情はどんどん変わっていくのです。だから譲渡会に参加している猫たちは、
きれいなのです。 
  
コメンテーターの方から 
「地域で餌やりされている方に文句を言うのではなく、所有者不明の猫の情報がそういう方たちに集まって
来るので、情報交換をして不妊手術をし、一代限りの命を地域で見守って欲しい」と。 
  
地域猫活動は殺処分をせずに、猫を増やさず一代限りの命を見守る活動です。 
その保護猫と新しい里親さまとの出会いが、譲渡会なのです。 
次回譲渡会は、11月18日です。 


